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１。本書は、平成９年度に実施した石川県羽咋市「市内遺跡（吉崎・次場遺跡）」の発掘調査報

告書である。

２．本調査は、住宅建設にともなうもので、羽咋市教育委員会が文化財保存事業費国庫補助金、

県費補助金を受けて実施したものである。

３．調査は、羽咋市教育委員会文化課嘱託宮下栄仁が担当し、同主事坂元勇、同業務員山崎昭

次の協力を得た。また庶務と調整は同課主幹谷内碩央があたった。

４．調査期間は、平成９年５月６日から同年６月１９日まで延べ２６日間を要した。

５．出土品の整理および本書作成にあたっての作業分担は、遺物洗浄・接合・記名・実測・トレ
ースを能山真登加、上井直子、写真撮影を谷内碩央、その他を宮下が行い、山辺真智子、井上

育子、上田美沙子の協力を得た。

６．本書の遺構・遺物挿図の表示は次のとおりである。

（１）挿図の縮尺は図内に表示した。

（２）方位はすべて磁北を示している。

（３）グリッド名称は北東隅杭で代表する。

（４）水平基準は海抜高を示している。

（５）写真図版中の遺物番号は挿図内番号と符合する。

（６）土器実測図の断面は須恵器、珠洲焼を黒塗り、その他の土器類を白ぬきで示した。

（７）遺構の略号は次のとおりである。

ＳＫ：土坑ＳＤ：溝ＰｉｔおよびＰ：柱穴および小穴

７．発掘調査および出土品整理・報告書作成にあたっては、羽咋市教育委員会文化課職員他、次

の方々や諸機関からご教示とご協力をいただいた。記して謝意を表したい。（敬称略・順不同）

浜岡賢太郎、中條茂雄、福島正実、久田正弘、安英樹、北嶋威二、今江新一、文化庁、石

川県教育委員会、石川県立埋蔵文化財センター、冊石川県埋蔵文化財保存協会、羽咋市歴史

民俗資料館、吉崎町町会、次場町町会、㈲一松建設

８．本書の執筆、編集は宮下が担当した。

９．本調査に関する出土品、記録資料などは羽咋市教育委員会が一括して保管している。



Ｉ は じ め に

吉崎一次場遺跡第１６次調査１

吉崎・次場遺跡は、石川県羽咋市吉崎町、次場町、鶴多町にかけて広がる東西最大長５８０ｍ、

南北最大長３５０ｍを測る北陸でも有数の規模をもつ弥生時代の拠点集落として知られている。羽
咋市街地の北東郊外に位置する本遺跡は、邑知潟から羽咋砂丘を断ち切って日本海に注ぐ羽咋川
の自然堤防上に立地している。

邑知潟は現在、僅かに８６ｈａの残存水面を残す放水路となっているが、干拓事業以前は潟水面

積ｚ１５６ｈａ、平均水深１．２０ｍを測る県下で河北潟に次ぐ規模をもつ湖沼であった。この邑知潟の北
西に眉丈山丘陵、南東に宝達・石動山系が平行し、その間を平野の乏しい能登にあって最大の穀
倉地帯である邑知地溝帯平野がのびている。
邑知地溝帯はその形成後海峡となっていたと考えられ、その後の海岸砂丘の発達で大きな入江
となり、やがて海と隔離され邑知潟となったものである。潟化されたのは予想以上に古く、寺家

遺跡など砂丘地の遺跡の状況から縄文時代前期後半にはその原形が形成されていたとみられる。
古邑知潟の湖頭は相当内陸部まで入り込んでいたのではないかと考えられている。そして長曽

川、久江川、酒井川、飯山川に代表され石）小河川が幾筋も流れ込んでいたとみられる。これらの
水路と日本海を結ぶ古邑知潟湖畔は水上交通の要所として重要な位置となっていたとおもわれる。

邑知潟周辺で稲作を中心とした農耕文化が盛行するのは弥生時代中期からであるが、本遺跡を
中核として開発が進められていたようである。本遺跡周辺で弥生時代中期の遺跡をみると、寺家
遺跡では最近の調査で南端からも検出され、この他

に千里浜遺跡、兵庫町オクヤマデ遺跡など羽咋砂丘

内縁部に点在している。そして弥生時代後期から末

にかけて該期の集落がピークに達している。

参 考 文 献

「羽咋市史」原始・古代編１９７３石川県羽咋市
「吉崎・次場遺跡」県営は場整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査

報告書第１分冊（資料編（１））１９８７石川県立
埋蔵文化財センター

「寺家遺跡発掘調査報告Ｉ」１９８６石川県立埋蔵文化財センター
『吉崎一次場遺跡』第１３次発掘調査１９９４石川県羽咋市教育委

員会

第１図羽咋市の位置
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第１表遺跡地名表（「石川県遺跡地図」（平成４年）から抜粋）
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第２図周辺遺跡分布図（Ｌ’２５，０００）
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目

挿図
番号

遺跡
香り・ 名 称 所 在 地 所在地通称 種 別 現 状 立 地 時 代 出 １ こ 品 備 考

１ ０７００８ 子浦川遺跡 羽咋眼前多町・
ｌ帽１「原町

散布地 宅地・田 ブド地 弥生～
占 墳

土器 １９９６、河川改修時発見。

２ ０７００９ 羽咋高校前遺跡 羽咋市旭町 散布地 宅地 砂庁． 弥生 土器 １９６１～６２年建物基礎・
事中出土。現市役所前

３ ０７０１０ 羽咋古墳群 羽咋市川原町 古墳 社宅 砂丘 古墳 土器、玉類
４ ０７０１１ 的場農業倉庫前遺跡 羽咋市的場町 散布地 田 平地 弥生
５ ０７０１２ 釡屋倉ノ下遺跡 羽咋市釡屋｜町 倉ノ下 散布地 田・畑・宅

地
平地 平安～

中匝
須恵器、土師器、珠
洲 焼

１９８４、８７年、市教委発
掘 調 査

６ ０７０１３ 釡屋遺跡 羽咋市釡屋町・
柳田町

散布地 畑 ・ 宅 地 砂丘 縄文～
古 墳

土器、石器、刀子 １９８８年市教委発掘調査

７

０７０１４ 寺家遺跡 羽咋市寺家町・
柳田町

祭祀
神社関
係

宅 地 ・ 畑 砂丘 縄文～
中 世

縄文七器、弥生土器、
須恵お、土師器、中
世陶磁器、銅製品、
鉄裂品、三彩、ガラ
ス製品

１９７７～８０、８５年県教
委 ・ 県 埋 文 セ ン タ ー 発
４１１調査。１９８０～８３、８７
８９、９１、９６年市教委、
発 掘 調 査

８ ０７０１７ 束釡屋遺跡 羽咋市東釡屋町 散布地 田 平地 不詳 土器 １９９２年市教委調査

９

０７０１８ 吉崎次場遺跡 羽咋市吉崎町・
次場町・
鶴多町・

散布地 散布地 田・畑・
宅 地

弥生～
中 世

土器、土裂品、石器、
木 器 、 玉 、 鏡

１９５６年羽咋高校、６３年
市教委・石考研、７９～
８２、８６、９１年市教委、
８０～８４年県埋文センタ
ー発掘調査。国指定史
跡

１０
０７０１９ 次場コウレン遺跡 羽咋市次場町 光 運

（コウレン）
集落地 日］ 平地 弥 生 ～

平安
土器、木製品 １９８２年埋文センター発

掘調査（吉崎・次場遺
跡Ｔ調査区）

１１
０７０２０ ｆｌべ乞遺跡 羽昨市若丿芦ＩＤ

Ｉ暇Ｉミ町・
石野町

散布地 宅地引１１ 平地 平安 土師器、須恵器 １９８２年、宅地造成地で
遺物採集。

１２ ０７０２１ 深江遺跡 羽咋市深江町 散布地 田 平地 古墳～
平 安

土 器 、 石 製 品 、 木 製
品

１９７３、７４、７８年、県教
委発掘調査。

１３ ０７０２２ 太田ニシカワダ遺跡 羽咋市シ反１剥町・
三 ツ 屋 町

ニシカワダ 集落跡 田 平地 弥生～
平安

弥生土器、須恵器、
土師器

１９９０、９２、９６年、市教
委 調 査



Ｈ調査の経緯と経過

吉崎・次場遺跡第１６次調査３

１ ． 過 去 の 調 査 と 経 過

邑知潟から日本海へ注いでいる羽咋川は、以前はかなり蛇行したものであったが邑知潟干拓事

業による河川改修で現在の姿となったものである。
吉崎・次場遺跡の発見は、昭和２７年（１９５２年）にこの河川改修工事中に出土した数々の遺物が

話題になったことに始まる。この発見を契機に、羽咋高校地歴班が行った分布調査の成果を基に、

昭和３１年（１９５６年）、羽咋市域で初めての本格的な発掘調査である第１次発掘調査が羽咋高校地
歴班と石川考古学研究会によって実施されている。この調査で予想以上の成果があげられ、さら
なる調査が待ち望まれたのである。昭和３８年（１９６３年）第２次発掘調査が羽咋市教育委員会（以
下、市教委）が主催となり、石川考古学研究会が調査団を組織して発掘調査をおこなっている。

当時としては画期的な行政と民間で組織する調査体制で実施され、また調査団には県内外の研究
者、研究グループが参加した。これらの学術調査によって得られた資料は、弥生時代研究の注目
するところとなり、出土土器は「次場最下層式」、「次場下層式」、「次場上層式」に分類され、弥
生時代中、後期の標準型式名となり、本遺跡は北陸屈指の弥生集落として著名になった。
昭和３８年（１９６３年）に市指定史跡となっていた本遺跡は、昭和４９年（１９７４年）に文化庁の重要

遺跡に指定されている。この頃、本市では都市計画事業の一環として本遺跡の中央部を通り、次
場町と釡屋町を結ぶ農道を拡幅して市道１２号線とする道路改良事業が計画された。このため、市
教委では遺跡の分布状態を詳細に把握し、道路改良事業の計画変更の要否の資料とするため、昭

和５０年度（第３次調査）、同５２年度（第４次調査）に範囲確認調査を実施している。道路改良事
業はほぼ計画どおり実施されることになり、それにともなう発掘調査が昭和５４～５７年度（第４～
８次調査）に行なっている。また、県営は場整備事業にともなう発掘調査を石川県立埋蔵文化財
センターが昭和５５～５９年度（第５～１０次調査）と５年間の長期をかけて実施した。これらの調査
により、本遺跡が現遺跡地図に記載されている範囲に確定したのである。その後、市教委では農

道舗装、宅地部分の調査（第１１・１２次調査）石川県からの委託をうけた県道若部川原線にともな
う第１３次発掘調査（１９９１年）を実施した。
このような開発にともなう発掘調査が続く中、昭和５８年（１９８３年）に分布密度がより高いとさ

れる市道１２号線の南側、吉崎町ウの部ほか約１０、０００❹が史跡として国の指定をうけ、これを機に
昭和６１～６３年にかけて指定地の買い上げがおこなわれた。さらに平成元年より発足した吉崎・次

場遺跡整備委員会で検討・協議がなされ、平成４年には整備基本構想が策定された。続く平成７・
８年度に文化庁より一般整備の事業採択をうけ、復元的整備のための発掘調査（第１４・１５次調査）
を実施し、指定地内が弥生時代中期の居住域であったことを示す様々な資料を得ることができた。
これらの成果をうけて整備委員会では、史跡の立体的な表現を基本として、建物の復元などの整

備内容が確認された。また、指定地に隣接する東側には史跡をより効果的に活用するためのガイ
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ダ ン ス 施 設 な ど の 諸 施 設 が 整 備 さ れ て い る 。 こ の よ う に 「 吉 崎 ・ 次 場 弥 生 公 園 」 と い う 名 称 で 平

成 １ ０ 年 度 に 完 成 を 目 指 して 、 復 元 整 備 が 実 施 さ れて い る 。

引 用 文 献

「羽咋市史」原始・古代編１９７３石川県羽咋市
「吉崎・次場遺跡」県営ほ場整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書第１分冊（資料編（１））１９８７石川県立埋蔵文化財センター
「吉崎一次場遺跡」第１３次発掘調査１９９４石川県羽咋市教育委員会
「石川考古」第２４１号「羽咋市史跡吉崎一次場遺跡の保存・整備事業今井淳一」１９９７石川考古学研究会

２ ． 調 査 の 経 緯

平成５年８月１２日に、羽咋市吉崎町ウ８８番地１、ム２５番地１の土地所有者から埋蔵文化財の問
い合せがあり、ただちに住宅建設を目的とした開発計画が市教委に提出された。
これを受けた市教委では、この事業予定地が周知の遺跡（遺跡Ｎ０．０７０１８吉崎・次場遺跡）

の範囲内であることから、同年８月２３日にバックフォーを用いて対象区域に４箇所（試掘面積約

４２．０❹）のトレンチ（試掘坑）を設定し分布調査を実施した。その結果、西側トレンチを除く他
のトレンチ内から埋蔵文化財の存在が確認されたため、事業実施以前に発掘調査が必要であるこ

とを報告した。
平成８年４月、同対象区域内に再び住宅建設の計画書が提出され、関係諸機関と発掘調査に関
する協議を行った。

以上の経緯を経て、市教委が事業主体となり平成９年５月６日から６月１９日まで延べ２６日間、
調査面積１５０❹の発掘調査を実施した。

四́Ｘ
／
四 ’ Ｓ

蝸

略Ｕ巾
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３。調査の経過（日誌抄）

５月６日（火）晴
本日より現地入りする。発掘機材の搬入を行う。
５月８日・９日（木・金）雨・晴
バックフォーによる表土除去作業。グリット
割の杭打ちを行う。
５月１２日（月）晴
作業員による発掘調査を開始する。
５月１３日（火）晴のち曇
Ａ・Ｂ-１～４区の掘り下げ作業。
５月１６日（金）晴
雨により、壁面の一部が崩れる。掘り下げ作
業続行。
５月１９日（月）晴
遺構検出と写真撮影を行う。
５月２０日（火）晴のち雨
ＳＤ０１より遺構の掘り下げを開始する。
５月２２日（木）曇時々雨
ＳＤ０１、ＳＫ０１の掘り下げと写真撮影。実測作
業も一部行う。
５月２３日（金）晴
Ａ ～ Ｄ - １ べ
５月２７日（火）曇のち晴
平面実測図の作成と遺構の掘り下げを行う。
５月２８日（水）晴時々曇
遺構の掘り下げとＡ～Ｄ -３・４区の遺構検
出を行う。
５月２９日（木）曇
遺構の土層観察から実測図の作成を行う。
５月３０日（金）晴
実測図の作成と遺構の掘り下げ作業。

６月２日（月）曇時々雨
調査区全体の約１／４を完掘する。
６月３日（火）晴
Ｃ-３区で遺構が重複し、掘り進めるのに苦
労する。
６月５日・６日（木・金）晴・曇時々雨
遺構の掘り下げを続行する。
６月９日・１０日（月・火）小雨のち曇
写真撮影、実測図の作成を順次行う。
６月１１日（水）曇のち晴
調査区全体の清掃、完掘状況の写真撮影を行
う。
平面実測図の作成準備にかかる。
６月１２日（木）晴
平面実測図の作成。
６月１３日（金）晴
平面・断面実測図の作成と土器の取り上げを
行う。
調査区の位置を平板測量する。
６月１６日（月）晴
掘り残しなどの最終確認を行い、発掘機材の
撤収準備をする。
６月１８日（水）晴
バックフォーによる埋め戻し作業とユニット
ハウス等の発掘機材の撤収をする。
６月１９日（木）晴
排土置場のブルーシートを撤去し、現地調査
終了。

【発掘調査参加者】（５０音順）
今 江 幸 子 今 江 す み 子 紙 谷 百 合 子 柴 田 米 子 竹 沢 正 男

作業風景 埋め戻し作業



Ⅲ遺構と遺物

吉崎・次場遺跡第１６次調査７

１ ． 調 査 の 概 要

今回の調査で本遺跡の調査も第１６次を数える。史跡指定地（吉崎・次場弥生公園）から南東へ

約２００ｍに位置し、本遺跡の南西端にあたる。分布調査の成果をもとにして、調査区域約１５０❹

を設定した。調査区には５ × ５ｍ方眼のグリッドを任意に割り付け、南北方向にアルファベッ

トを、東西方向にアラビア数字を付した。この座標が交差する北東隅の杭をグリッド名とした。

調査区域の現況は、道路と同じレペルまで盛土、整地されていた。調査区域での層序は第１層

がこの盛土で約９０ｃｍの厚さで搬入され、その下に濁灰色粘土の旧水田耕作土（第２層）、床土と

思われる黄灰褐色粘質土層（第３層）があり、この第３層に各時期の遺物が包含されていた。ま

た調査区の南西側に黒褐色粘砂に地山砂ブロックが混入した層（第５層）を検出したが、この層

が包含層の一部ではないかと考えられる。

これらの層を取り除いた下から、中世、古代、弥生時代とみられる遺構や遺物が出土したが、

弥生時代中期とみられるものが大半を占めている。おもな遺構は土坑３２基、溝７条、小穴多数が

ある。基盤は淡灰色（淡黄灰色）細砂層で各遺構はこの基盤砂層に掘り込まれていた。また遺構

検出面は平坦で、標高が１．４ｍ前後である。

なお、遺構名は発掘調査時に付けた名称をそのまま使用しているので、土坑と小穴（ピット）

の区別などは主観的であり、統一されたものではない。

２。土坑状遺構

ＳＫ０１（第７、９図）

調査区の北西隅Ａ・Ｂ-３・４区に位置する。Ｔ字形を呈するものとみられるが部分調査で、

溝となる可能性もある。上端での規模は最短幅１．０５ｍ、深さ０．５２ｍを測る。覆土は灰褐色系の粘

質土で比較的に新しい様相である。

出土遺物には口縁部端に綾杉状の刻み目を施した鉢（１）や石錐の未製品とみられるもの（５）、

須恵器の坏（７、６）などがある。この他に拳大前後の自然石が出土した。

本坑の所属時期はＳＤ０１を切っていることから、平安時代後期以降と考えている。

ＳＫ０２（第８図）

Ｃ-１・２区に位置する。部分調査であるが上端で幅１．７５ｍ、深さ０．２１ｍを測る。覆土はＳＫ

０１と同じ灰褐色系の粘質土で、ＳＫ０３に切られている。弥生土器の細片が出土したが図化できた

ものはない。

ＳＫ０３（第８、１０図）

Ｃ-１・２区に位置し、ＳＫ０２を切って並列する。略円形を呈すると考えられ、上幅が２．８０ｍ、
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７．６に土山砂混入
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２５．黒褐色粘砂

深さ０．６７ｍを測る。覆土は灰褐色粘質土と黒褐色粘砂、基盤層がブロック状に混合されたもの

で調査区内では最も新しい遺構であると考えている。口縁端部に刻み目を施した甕（９）、壷（１０）

などが出土したがこれらは黒褐色粘砂に含まれていたものである。

ＳＫ０４（第８、１１図）

Ｃ-２区に位置し、歪な長楕円形を呈する。上端で３．３２×０．８５ｍ、深さ０．４４ｍを測る。覆土は

ＳＫ０３とほぼ同じで、周辺の遺構を切り込んでいる。弥生土器が数点出土している。

ＳＫ０５（第１２、１３図）

Ａ-１・２区に位置する、部分調査であるが円形を呈するものとみられる。上端で径が約１．３２

ｍ、深さ０．４１ｍを測る。口縁外面に沈線が巡る鉢（１５）や高杯（１６）などが出土したがいずれも

小片で、遺構の時期を決めるまでには至らない。

ＳＫ０６-ａ（第１４～１６図）

Ｂ-２区に位置する。検出当初はＳＫ０６-ｂと同一遺構と考えたが調査の結果、別遺構であるこ

とが判った。隅丸長方形を呈し、上端で１．９０×１．３２ｍ、深さ０．４４ｍを測る。南側がＳＤ０１に切ら

れる。完形品はないが、比較的多くの遺物が出土した。口縁端に刻み目が施された壷や甕や体部

に櫛描直線文や波状、扇形、擬流水、廉状文など施すものがある。また上下が欠損した磨製石斧、

砥石などが出土した。本坑の所属時期は弥生時代中期後葉と考えられる。



．Ｂご

Ｐ２５

ＳＫ１６

-

撹乱

ＳＫ１７

９

Ｘ

１

ＳＫ１３

ＳＫ２３

乙 Ｕ 恋

恋 ‰

ＳＫ０１

ＳＫ２４

ＯＰ３ＩＰ３２

⑥Ｐ３３

②
Ｐ３４

＼
、

ＳＫ１

ＰＩ

○
○

Ｃ

○

８ 訥．’‾‾１

撹 乱 Ｘ
！ ． １

Ｉ）５（

Ｐ６

ＳＫ２９

ＳＤ０４

ＳＫ２６

ＳＫ２７
ＳＫ３０

ＳＫ１０

○

○

％

門
〇
。

ＳＫ１８

ＳＫ３２

Ｄ

「１

吉崎・次場遺跡第１６次調査９

ＳＫ０６-ａ

ＳＫ０９

Ｐ３７

４

Ｐ７

Ｐ１３
⑤

ＳＫ０２

Ｐ１２

／

ＳＫ０７

・昶

ＳＫ１９

０ ４ ｍ

ＳＫ０３

腔Ｐ１
一 一

一 一

- -
ＳＤ０１

第６図調査区全体図（１／８０）
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ＳＫ０６-ｂ（第１４、１７図）

Ｂ-１・２区に位置し、ＳＤ０１を挟んでＳＫ０６-ａと対峙する。長楕円形を呈し、長さが上端で２．７２

ｍ、深さ０．１８ｍと浅い。北側がＳＤ０１に大きく切られている。口縁端部に刻み目が施されるもの

（４４～４６）や波状文、直線文を施すもの（４７）などがあるが何れも小片である。また石鏃が２点

（４９、５０）出土した。ＳＫ０６-ａとほぼ同時期と考えている。

ＳＫ０７（第１４、１８図）

Ｂ-１・２区に位置するっ隅丸の三角形を呈し、上幅１．２０ｍ前後、深さ０．２６ｍを測る。覆土は

黒褐色粘砂が下層に濁暗灰褐色粘砂が上層に堆積し、土器は主に下層から出土した。Ｐ７を切っ

ている。５１は口縁を外側に屈曲し、その突帯部分に格子状刻み目を施した鉢である。その他に波

状口縁の甕（５２）などがある。本坑の所属時期は弥生時代中期中葉とみられる。

ＳＫ０８（第１９、２０図）

Ｂ-２区に位置する。楕円形を呈し、上端での規模は１．００×０７８ｍ、深さ０．２５ｍを測る。大き

く外方に開く口縁がもつ甕（５６）の他、体部片が数点出土しか。

ＳＫ０９（第１９、２１図）

Ｂ-２区に位置し、南東側にＳＫ０８が並ぶ。略方形を呈し、上端で０、７０×０．７６ｍ、深さ０．２２ｍ

を測る。黒褐色粘砂層に遺物が含まれ、５７と５８は同一個体とみられる甕で口縁端部に刻み目、肩

部に刺突文が同じ工具（ヘラ）で施される。この他に口縁端部に刻み目のあるものや無文の甕の

小片、腐食した木片が出土した。所属時期は弥生時代中期後葉である。

ＳＫ１０（第２２、２３図）

Ｂ-２・３区に位置する。北側をＳＤ０１が並行に流れ、本坑の半分以上を切っている。西側端

にはＳＫ１１が切り込む。平面形は歪で２基の土坑が重複しているものともみられたが、覆土断面

の観察では確認できなかった。上端での規模は最長で３．９５ｍ、深さ約０．２０ｍを測る。遺物は口縁

端部に刻み目を施す甕（６２～６６）があるが、調整は比較的に粗いハケ目調整のものが多い。壷で

は櫛描直線、波状文を施すものがあるが小片である。覆土上層（第２層）から扁平片刃の磨製石

斧（７２）が出土した。本坑の所属時期は弥生時代中期中葉と考えている、

ＳＫ１１（第２２、２４図）

Ｂ-３区に位置する。平面形は歪んだ方形を呈す。北側をＳＤ０１に切られるが残存の規模で０．９６

×０．８３ｍ、深さ０．４８ｍを測る。覆土第３層の中間よりやや下方で須恵器の甕（７６）の体部片（１５

×１３ｃｍ）が内面を上に向けた状態で出土した。内面の器壁は使用痕が認められ平滑になっている。

その他に高杯の脚部（７３）、土師器の椀ないし皿の底部片、土錘などがある。須恵器は２次的に

使用されたものとみられ、土師器から本坑の所属時期をみると１１世紀末前後と考えられる。

ＳＫ１２（第２２、２５図）

Ｂ-３区に位置する。周りをＳＫ０１、ＳＤ０１と撹乱に切られる。平面形は楕円形を呈していたも

のとみられ、残存での規模は０．６５×０．５７ｍ、深さ０．２８ｍを測る。側壁は垂直に近く、底部は平坦

である。覆土には比較的多くの炭化物が含まれ、最下層（第５層）では厚さ２ｃｍの炭化物が層状

に堆積していた。遺物は甕、壷などがあるが小片が多く、その他に石鋸が１点出土した。所属時
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１４

期は弥生時代中期中葉と考えられる。

ＳＫ１３（第２６、３２図）

Ｂ-３区に位置する。長軸方向の両端をＳＤ０１とＳＤ０３に切られる。平面形は楕円形を呈し残存

の規模で１．３０×１．０５ｍ、検出面からの深さ０．１７ｍを測る。遺物はおもに暗灰褐色粘土層からのも

ので、口縁部に刻み目を施す甕（８２）と壷（８３）、体部に直線文、廉状文、波状文を施す壷（８４）

の体部片がある。本坑の所属時期は土器とＳＤ０３に切られていることなどから、弥生時代中期中

葉と考えている。

ＳＫ１４（第２７、３３図）

Ａ-３区に位置する。規模はＳＫ０１にほとんどが切られて不明であるが深さは０．３０ｍ以上とみ

られる。覆土は他の弥生時代の遺構覆土と同じ暗褐粘砂である。遺物には外面を削り調整した底

部片（８６）が１点出土した。

ＳＫ１５（第２８、３４図）

調査区の北側隅、Ａ -４区に位置する、部分的な調査のため規模は不明であるが南側に半円形

を呈する張り出しがけき、段状に落ち込む。深さは上段が０．１８ｍ、下段で０．４０ｍを測る。２基の

土坑が重複する可能性も考えられる。覆土は濃い黒褐色粘砂（第１層）と黒色粘砂（第２層）で、

第２層から口頚部を欠損する壷（８７）が出土した。胴部が球形を呈し、内外面がハケ調整される。

内面にはその後にナデ上げ調整され、縞模様になっている。その他に壷の底部片（８８）がある。

所属時期は弥生時代中期後葉である。

ＳＫ１６（第２９・３５図）

Ｃ -３・４区に位置する。部分調査であるが平面形は楕円形を呈するものとみられる。長軸で

１．３３ｍ、深さ０．２３ｍを測る。遺物は櫛描直線、廉状文を施した体部の細片（８９）の他、少量の土

器が出土したが、本坑の時期を特定するには至らない。

ＳＫ１７（第２７、３６図）

Ｂ-３区に位置する。北側をＳＫＯＩに切られ、西側が撹乱をうける。中央にＳＤ０１が通る状況で

検出した土坑である。平面形は楕円形を呈したものとみられ、残存の規模で長軸１．５６ｍ、深さ０．１２

ｍを測る。残り少ない覆十から多くの土器が出土した。大きく外方に開く口縁で内外面に刻み

目を施す壷（９０）、ラッパ状に開く口縁で、内面に縦方向にハケ状具による施文が約８ｃｍ間隔に

８本（１単位５条）に施される壷（９１）、外面に縄文と櫛描直線文を施す体部の細片（９４）、土製

紡錘車（９６）などが出土した。本坑の所属時期は、僅かな範囲の土層観察であるがＳＫ１３を切っ

ているがほぼ同時期と考えている。

ＳＫ１８（第３７、３９図）

Ｃ・Ｄ-２区に位置する。北西隅をＳＫ３０に切られる。平面形は歪な楕円形を呈したものとみら

れる。規模は上端で１．８８×０．９０ｍ、深さ０．２２ｍを測る。炭化物を含んだ黒褐色粘砂の覆土から、

土器の小片が少量と長さ１２～１４ｃｍで平滑な使用面がある石（砥石？）が２点、拳大の自然石が１

点と軽石が２点出土した。出土遺物から本坑の所属時期を特定することはできないが、周囲の状

況から弥生時代中期としておく。
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１８

ＳＫ１９（第３１、３８図）

Ｄ - ２区に位置する。部分調査

であるが平面形は細長い歪な長円

形を呈するものとみられる。２基

の遺構が重複したものかもしれな

いが確認できなかった。規模は上

端で幅０．５８ｍ、深さは段状になっ

ていて上段で０．１１ｍ、下段で０．２４

ｍを測る。東側をＳＤ０３が切って

流れる。遺物には口縁端部に刻み

目、内面に縦方向の直線文、体部

に直線文、波状文を施した小形の

甕（９８）や石鏃（１００）などが出

土した。本坑の所属時期は弥生時

代中期中葉を考えている。

ＳＫ２０（第３１図）

２３６

第３６-２図ＳＫ１７出土遺物（１／３）

０ ５ ｃ ｍ
→

Ｃ-２区に位置する。東側がＳＫ０３、西側をＳＤ０３に切られ、平面形は不明である。深さ０．２８ｍ

を測り、暗褐色粘砂の覆土である。出土遺物はなく時期の特定は困難であるが、切り合い関係か

ら弥生時代中期中葉と考えられる。

ＳＫ２１（第３９、４０図）

検出時は溝状であったが発掘を進める段階で底にいくつかの窪みがみられたのでそれぞれに遺

構番号を付けた。これらの土坑を連結土坑群とした。この中で比較的広範囲なＢ・Ｃ -３区に位

置するものをＳＫ２１とした。その中で北側をＳＫ２１-ａ、南側をＳＫ２１-ｂとした。東側を本坑を切

ってＳＤ０３が流れる。北側が撹乱をうけるため規模は定かでないが、全長で３．３０ｍ以上測れる。

ＳＫ２１として取り扱った遺物は上層（第１～５、８～１３層）から出土したものである。口縁端部

に刻み目、外面に綾杉状に刻み目を施す壷の口縁小片（１０１）、波状口縁の甕（１０２）、口縁付近に

２個１対の小孔が穿たれた鉢（１０３）がある。この鉢と同一個体（接合）がＳＤ０３から出土した。

この他に欠損した石鋸などが出土した。

ＳＫ２１-ａは平面形が歪な楕円形を呈し、規模は１．３７×０．８２ｍ、上端からの深さで０．３５ｍを測る。

坑底は比較的に平坦である。遺物は底部片など少量が出土した。

ＳＫ２１-ｂは南側に同じ連結土坑群のＳＫ２５に接している。土層観察で本坑がＳＫ２５を切ってい

るのが確認された。平面形は楕円形を呈し、規模は残存で１．７５×１．０４ｍ、深さ０．２９ｍを測る。ＳＫ

２１の坑底からの深さはＯｊ３ｍで平坦な坑底である。遺物には口縁端部に刻み目を施す甕（１０８・

１１０）や波状口縁の甕（１０９）の他に底部とした１１２は指オサエで成形された小形のもので支脚と

も考えられる。土製の紡錘車も出土している。

土層観察ではＳＫ２１-ａがＳＫ２１-ｂを切っていることが判るがこれらは一連の土坑であるとみ
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られ、所属時期は同じ弥生時代中期中葉が考えられる。

ＳＫ２２（第３０、４２図）

Ｂ-３区とＣ-３区の境界に位置する。平面形は円形を呈する。規模は上端で径０．６７ｍ、検出

面からの深さカ１聡Ｊ０．２０ｍを測る。北東側をＳＤ０５が切り込み、南西側はＰ９と接する。遺物は濁

暗褐色粘砂（第４層）である最上層から出土した。調査で検出された遺構は当時の生活面での検

出は大変にむずかしく、本坑のように土器が検出面より浮き上がった状態で検出されたものも多

かった。土器は小片となったものがほとんどで、内外面をハケ調整される甕で口縁端部に刻み目

が施されないもの（１１４）と施されたもの（１１５）がある。他に体部（１１６）や底部近くに直線文

を施す小片などが出土した。所属時期は弥生時代中期中葉である。

ＳＫ２３（第４３、４４図）

Ｃ-３区に位置する。平面形は長方形を呈する。規模は上端で１．３３×０．８６ｍ、深さ０．２８ｍを測

る。黒褐色粘砂（第２層）より多くの土器が出土した。１２０は外方へ水平に開く口縁で胴部がや

や膨らむ搬入品とみられる甕である。内外面がハケ調整で体部に櫛描の刺突文が施される。１２１

はハケ調整される甕である。体部上半に煤が付着し、使用痕が明瞭に残っている。この他に口縁

端部に刻み目を施す甕（１２２、１２３）や櫛描波状文、直線文、三角刺突文を施す壷の体部小片（１２４）

などが出土した。所属時期は弥生時代中期中葉と考えられる。

ＳＫ２４（第４３、４５図）

Ｃ-３区に位置する。平面形が方形を呈し、上端での規模は２．１２×２．２０ｍ、深さ０．２８ｍを測る。

本坑の北側中央にＳＤ０７が切り込んでいて、南側はＳＫ２９と接する。覆土は暗灰褐色の粘砂で坑

底は平坦である。遺物にはミガキ調整される鉢（１３４、１４３）、突帯や口縁部に刻み目を施すもの

や、櫛描の直線文、波状文、廉状文を組み合せたもの（１３９）、扇形文、擬流水文を施す体部小片

などが出土した。本坑の所属時期は弥生時代中期中葉である。

ＳＫ２５（第３９、４６図）

Ｂ・Ｃ-３区に位置する連結土坑群の一つである。ニ化側がＳＫ２１、南側にＰ１６が接し東側をＳＤ

０３が流れる。平面形は不明で深さが０．１８ｍを測る。遺物には口縁に刻み目が施される甕（１４６）

などがあるが出土量は少ない。本坑の所属時期はＳＫ２１などと同様である。

ＳＫ２６（第３９、４７図）

Ｃ-２・３区に位置する。同じく連結土坑群である。上端での幅が約１．００ｍ、深さ０．１４ｍを測

る。覆土は黒褐色粘砂の単層で、口縁端に刻み目を施す甕（１４８）や円錐形突起を貼付する壷（１４９）、

甕の底部を穿孔し甑としたもの（１５０）などが出土した。

ＳＫ２７（第３９、４８図）

Ｃ-２・３区に位置する。連結土坑群の中にあって平面形の長軸方向が直交する土坑である。

上端で１．６８×１．０２ｍ、深さ０．２６ｍを測る。遺物は波状口縁の壷（１５３）、内傾する口縁で端部に刻

み目を施す鉢（１５４）、櫛描文様が施される壷（１５５）、口縁に刻み目をもつ甕（１５７、１５８）などが

あり、また緑色凝灰岩で玉の未製品が１点出土した。所属時期は弥生中期中葉と考えられる。

ＳＫ２８（第３９、４９図）
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２４

Ｄ -３区に位置する。部分調査で平面形は不明であるが、溝状に長い土坑とみられる。上端で

の幅０．９６ｍ、深さ０．１６ｍを測る。出土遺物は少量である。

ＳＫ２９（第３９、５０図）

Ｃ・Ｄ-３区に位置する。平面形は台形を呈するものとみられ、規模は上端で２．０５×１．２４ｍ、

深さ０．１２ｍと浅い。ＳＫ２７に切られ、ＳＫ２４、２８に接する。遺物は少なく、口縁端部に格子状の刻
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み目と内面に縦方向に櫛描が施された壷（１６４）などがある。

ＳＫ３０（第３９、５０図）

Ｃ-２区に位置する連結土坑の一つである。深さ約１．２０ｍを測る。遺物は少なく図示できたの

は口縁に刻み目を施す甕（１６６）１点だけである。

ＳＫ３１（第５・６図）

Ｂ・Ｃ-４区に位置する。部分調査で排水用の溝を設けた時に掘削してしまった土坑である。

覆土は主に暗灰褐色粘砂である。遺物はない。

ＳＫ３２（第３９図）
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Ｄ-２区に位置する。部分調査で平面形は不明である。上端での幅０．５２ｍ、深さ０．１１ｍを測る。

遺物は土器の細片が少量出土した。

３ ． 溝 状 遺 構

ＳＤ０１（第６、７、５１図）

調査区の北側を北西から東へ緩やかに湾曲して流れる溝である。上端での幅は１．３ｍ前後、深

さ０．２４～０．２７ｍを測る。覆土は濁灰褐色粘質土で上面を青灰色砂と黄灰色粘土で埋られていた。

ＳＫ０１に切られる他は全ての遺構を切っている。遺物は弥生土器と土師器（１７１）などが出土した。

本溝の所属時期は平安時代後半以降と考えられる。

ＳＤ０２（第６図）

Ａ・Ｂ-２区に位置する。北東からＳＤ０１に流れ込む溝である。上端で幅は１．１ｍ前後、深さ０．１５

ｍ前後を測る。ＳＤ０１と同時期と考えている。

ＳＤ０３（第３１、３９、５２図）

本調査区を対角線状に南北に伸びる溝である。上端の幅０．７～０．８ｍ、深さ０．３５～０．４０ｍを測り、

溝底の高低は少ない。遺物には口縁に刻み目を施す甕（１７２、１７３）や直線文、波状文を施す壷（１７６）

などがある。本溝の所属時期は弥生時代中期後葉と考えている。

ＳＤ０４（第６、５３図）

Ｂ-２・３区を南東から北西に伸びる浅い溝である。本溝の所属時期はＳＤ０１とほぼ同時期と
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考えている。

ＳＤ０５（第３０、５４図）

Ｂ・Ｃ-３区を南北に伸びる。本来はＳＤ０７と続く溝であったと考えられる。ＳＫ２２を切り、覆

土は暗灰褐色粘質土である。弥生時代中期の土器が出土した。
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ＳＤ０６（第３９、５５図）

Ｄ -３区に位置する。連結土坑群から南西へつながる溝である。弥生土器の底部片や炭化物と

骨片が出土した。本溝は連結土坑群と一体のものと考えている。

ＳＤ０７（第４３、５６図）

Ｃ-３区に位置する。前述したとおり、ＳＤ０５と続く溝と考えられる。口縁部に格子状の刻み目

が施された壷（１９０）とおもわれる口縁片がある。

４ ． そ の 他 の 遺 構 と 遺 物

ピット（第６、２２、２９、３０、３９、５７図）

ピットは直径約０．２～０．６ｍ、深さ０．５～０．３ｍで平面形が円形や楕円形のものが多い。遺物は土

器の細片が少量出土するものがほとんどであったが、Ｐ１７からは口縁部に刻み目を施す「逆ハの

字」に開く鉢（１９６）が出土した。

その他の遺物（第５８、５９図）

遺構検出時に出土したものや撹乱内からのものなど遺構出土以外の遺物をすべて包含層出土遺

物とした。弥生時代中期の遺物が大半で硬玉（ヒスイ）の原石や碧玉原石、その他に弥生時代後

期末葉の土器、須恵器の杯や瓶、土師器の底部、中世土師器の皿、珠洲焼の鉢などの小片がある。



３０

Ｉ Ｖ お わ り に

本調査区から検出された土坑は３２基である。平安時代以降と見られる土坑が５基、弥生時代後

期が２基でその他は弥生時代中期である。ここで検出資料が最も多かった中期の遺構と遺物につ

いての調査成果を若干述べておわりとしたい。

数多く検出された土坑で連結土坑群としたものがある。部分調査で全体をうかがうことはでき

ないが、周溝をともなう平地式建物と考えている。遺構名でＳＫ１８、２１、２３～３０、３２、ＳＤ０５、０６、

Ｐ１５、１６、２６などがそれにあたる。内径は推定で１０ｍ前後で深さが約１０～３０ｃｍである。周溝の内

側にはピットが検出されているが規模で径５０ｃｍ前後、深さ３０ｃｍ前後のもの（Ｐ２０、２９、３３）と径

が３０ｃｍ前後、深さ２０～３０ｃｍのもの（Ｐ２１、２２、２８、３０～３３）がある。主柱穴を前者と考えている

がおそらく６本ないしそれ以上の「多主柱穴」になっているものとみられる。この周溝をともな

う平地式建物については（上荒屋遺跡ＩＪＪ）でこれまで確認されている弥生時代の建物跡をあげ

て詳しく考察されている。周溝については『ほとんどの建物でいわゆる「土坑が連なった状態」

で、周溝の幅、深さともひとつの溝でかなり幅のある数値となっている。このことから周溝が当

初から溝として作られたのではなく壁、あるいは周堤を作るため周囲から土を取った結果、土坑

状となり……上屋の構造と共に考える必要がある。』と考察している。本調査区で検出した連結

土坑群も当然同様な意図で掘削されたものである。この他にも同様な土坑とみられるものがある

が判然としない。吉崎・次場遺跡からこれまで周溝をともなう平地式建物は、第１３次調査で後期

に属するものが２棟。湊（２）、第１４、１５次調査（史跡指定地）で中期のものが３棟ＪＩ（３）が確認されてい

る。
一方遺物をみると、従来弥生時代中期の土器は畿内ｎ様式土器の影響下にあるものを矢木ジワ

リ式、Ⅲ様式４こほぼ併行するものを小松式、ＩＶ様式併行土器を戸水Ｂ式としている。増山氏は

「小松式土器の再検討」ぶ４）で畿内第ｎ様式～第Ⅲ様式期を１～５期の５段階に細分する編年案を

提示している。ここで本調査区出土土器を増山編年に従ってどの位置に対応するかについて簡単

に触れておきたい。

ＳＫ２１、２２の中に若干条痕文系土器が含まれるが櫛描文系土器と口縁端部に刻み目を施し、ハ

ケメ調整されるものが大半を占めている。櫛描文系土器の文様構成は直線文を主体として波状文、

簾状文、扇形文、擬流水文、三角形刺突文などを組合せるものがみられるが４期に盛行する北陸

独自の文様とされる斜行短線文が含まれていなく、壷や甕の口縁内面に施される綾杉状刺突も僅

かにみられるが極めて少ない／（５）器種は壷と甕と鉢であるが壷の中に無題壷が１点みられる。以

上のことから本調査区で検出された中期の土坑出土土器は３期を中心とした土器群で、また３期

から４期への過渡的な要素を含む土器もあり、３～４期を整理する上でその一端を示す資料と考

えている。また１２０の甕は中国地方の特徴をもつ資料註（６）で他にも数は少ないが搬入品とみられる

ものが数点あり遠方との地域間交流がうかがえる。

その他では、北陸地方は玉作りの盛んな地域であるが本遺跡からもこれまで数々の玉作り関係



吉崎・次場遺跡第１６次調査３１

の遺物が出土している。今回の調査からも硬玉（ヒスイ）原石や碧玉原石、玉の末製品、石鋸な
ど玉作りや石器製作を裏付ける資料が得られた。

最後になったが今回、南端にあたる本調査区から居住域（建物跡）が検出されたことで、現次
場町集落の東端から現在「吉崎・次場弥生公園」として保存・整備事業が進められている史跡指
定地周辺にまで拡がる弥生時代中期の集落構造の一端を知ることができた。集落の中心は指定地
から次場町内に位置するという条件はあるが今後、序々に集落の構造があきらかになるものと期

待している。
以上、簡単に調査成果を述べてきたが勉強不足で報告に不備な点が多々あることに深く反省す
るものである。本書を作成するにあたって、久田正弘・安英樹両氏より有益な御教授をいただ
いた。深く感謝する次第である。

註
（１）久保有希子「上荒屋遺跡Ｉ」第１分冊弥生時代編１９９５金沢市教育委員会

（２）今井淳一「吉崎・次場遺跡」第１３次発掘調査１９９４石川県羽咋市教育委貝会

（３）今井淳一「石川考古」第２４１号「羽咋市史跡吉崎・次場遺跡の保存・整備事業」１９９７石川県考古学研究会
（４）増山仁「北陸の考古学ｎ」石川考古学研究会々誌第３２号「小松式土器の再検討一小松市八日市地方遺跡出土土器の再整理-」

１９８９石川考古学研究会

（５）４期の標式となっている吉崎・次場遺跡Ｉ-４号溝（福島１９８７）では斜向単線文、綾杉状刺突を施すものが多くみられる。

（６）久田正弘氏より教示。
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出土遺物観察表

凡 例

番 号 上 段 に 挿 図 番 号 、 下 段 に 遺 物 番 号 （ 通 し 番
号）を記入した。

出土地点上段に出土遺構名またはグリッド名を、下
段には取り上げ番号を記入し、ないものま
たは不明なものは空白とした。

器 種 弥 生 土 器 以 夕 卜 は 上 段 に 須 恵 器 、 土 師 器 の 別
を、下段に器種を記入した。

法量Ａ：ロ径、Ｂ：頚部径、Ｃ：体部最大径、Ｄ：
底径、Ｈ：器高で法量（ｃｍ）を記入した。
石製品等は長さ等を直接記入レ＊印は残
存長である。

成形・調整主として器面内外の最終調整を３部分に分
けて記入した。空白は磨耗等で不明なもの
である。

色 調 『 新 版 標 準 土 色 帳 』 を も と に 以 下 の ５ ゲ ル
ープに分けた。

ａ：赤色系統一赤撥・赤灰色等
ｂ：黄撥色系統̶浅黄撥色等
ｃ：黄褐色系統一黄褐・灰褐色
ｄ：黄色系統一灰白・浅黄色
ｅ：灰色系統一暗灰色

胎 土 砂 ： 砂 粒 、 海 ： 海 綿 骨 片 、 焼 ： 焼 土 塊 に つ
いて、その大きさと量を裸眼とルーペ（１０
×）で観察した。ここでの砂粒とは石英・
長石、雲母、岩石粒等の総称である。大き
さは１．０ｍｍ～２．０ｍｍをＭとし、それ以上
を し そ れ 以 下 を Ｓ と し 、 量 は 全 体 を 主
観的に通有量と思われるものを３：基準に、
５：非常に多い、４：多い、２：少ない、
１：非常に少ないと表記し、不用なものは
空白とした。

特記事項文様、記号などその他の観察事項を記入し
た。
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番号 出土地点 器種 法量（ｃｍ） 成 形 ・ 調 整
部 位 外 面 ／ 内 面

色 調 外 面 ／ 内 面
胎 土 遺存度 文様、記号、その他特記事項

第９図
１ ＳＫ０１ 鉢 ＡＩ７．８ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ、 指 押 え

体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ 、 指 押 え
ｃ／ｃ

砂Ｓ２、海２、焼１
１／６ 口縁部に綾杉状の刻み目。

第９図
２ ＳＫＯＩ 壷 Ａ９．６ 口頚部ナデ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ 仁 海 ２ 、 焼 １ １／５

第９図
３ ＳＫ０１ （底部） Ｄ６．８

底 部 ナ デ ／ ナ デ ｂ／ｅ
砂Ｓ２、海５、焼０

底部
１／６

第９図
４ ＳＫ０１ （底部） Ｄ８．２ 底 部 ナ デ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂Ｌ３、海３、焼０
底部
１／４

黒斑。

第９図
５ ＳＫ０１ 石錐 長さ３．６幅１．７

厚さ０．５重量百足
輝石安山岩。

第９図
６ ＳＫ０１ 須恵器

杯
Ａ１２．８Ｄ８．０
Ｈ３．８

体部回転ナデ／回転ナデ
底部ヘラ切り／回転ナデ

ｅ／ｅ
砂Ｓ２、海２、焼

１／１２
底部１／４

外面底部に数条のヘラ痕。

第９図
７ ＳＫＯＩ 須恵器

杯 Ｄ８．４ 底 部ヘラ切り／回転ナデ ｅ／ｅ
砂Ｓ２、海３、焼

底部
１／４

第９図
８ ＳＫ０１ 須恵器

甕
体 部 タ タ キ ／ タ タ キ ｅ／ｅ

砂Ｓ２、海２、焼
第１０図
９ ＳＫ０３ 甕 Ａ１６．２Ｂ１４．６ 口 頚 部 ナ デ ／ ナ デ、 細 か い ハ ケ メ

休 部 ハ ケ メ ／ 細 か い ハ ケ メ ？
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 １／１２ 目縁部に刻み目、外面と内面口頚部
に煤付着。

第１０図
１０ ＳＫ０３ 壷 Ａ１４．８ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 、 焼 １／１２ 目縁部に刻み目。黒斑あり。

第１帽
１１ ＳＫ０３ 鉢 口頚部ナデ／ナデ ｂ／ｂ

砂Ｍ３、海３、焼Ｉ 小片 目縁外面に綾杉文（ハケ）。

第１０図
１２ ＳＫ０３ （底部） Ｄ４．６ 底 部 ナ デ ／ ナ デ ｃ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 １ 、 焼
底部
１／２

第１１図
１３ ＳＫ０４ 壷 体 部 ナ デ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂Ｓ３、海２、焼２ 細片 棒状具（２本結束）による剣突文。
弧線文。

第１１図
１４ ＳＫ０４ 甕 休 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 細片 外面に煤付着。

第１３図
１５ ＳＫ０５ 鉢？ 口頚部ナデ／ナデ ｄ／ｃ

砂Ｓ２、海１、焼 小片 目縁外面に５条の凹線。外面赤彩。

第１３図
１６

ＳＫ０５
Ｐ-ｌ 高杯 Ａ１５．４ 杯 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ヘ ラ ミ ガ キ ｃ／ｃ

砂Ｓ１、海２、焼 １／６ 目縁部に黒斑。

第１３図
１７ ＳＫ０５ 壷 Ｄ４．６ 体 部 ナ デ ／ ナ デ ｃ／ｅ

砂Ｌ３、海４、焼
櫛描直線、波状文。

第１５図
１８

ＳＫ０６-ａ
Ｐ - ２

壷 Ａ１５．４Ｂ９．２ 口 顕 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
体 部 ハ ケ メ ／ 指 頭 ナ デ 、 ハ ケ

ｃ／ｃ
砂Ｌ４、海３、焼 ５／１２ 口縁部に刻み目。

第１５図
１９ ＳＫ０６-ａ 壷 Ｂ１２．０ 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂Ｌ３、海３、焼
櫛描直線、簾状、波状、扇形文。

第１５図
２０ ＳＫ０６-ａ 甕 Ａ１９．２Ｂ１６．６ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ

体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
ｃ／ｃ

砂Ｓ２、海２、焼 ３／１２ 目縁部に沈線付加後、波状□縁。櫛
描直線、波状文。外面体部に煤付着

第１５図
２１ ＳＫ０６-ａ 甕 口頚部ナデ／ナデ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片

第１５図
２２ ＳＫ０６-ａ 甕 口縁部ナデ／ナデ ｅ／ｃ

砂Ｌ３、海２、焼 細片 口縁端内外に刻み目（ハケ）。目縁
部内面に刻み目（ハケ）。

第１５図
２３

ＳＫ０６-ａ
Ｐ - ３ 甕 □頚部ハケメ、ナデ／ハケメ、ナデ ｄ／ｄ

砂Ｌ２、海２、焼１ 細片 口縁部に刻み目（ヘラ）。

第１５図
２４ ＳＫ０６-ａ 甕 □ 縁 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｌ ３ 、 海 、 焼 ｌ 細片 口縁端内外に刻み目（ハケ）。

第１５図
２５ ＳＫ０６-ａ 甕 口縁部ナデ／ナデ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 、 焼 細片 目縁部に刻み目（ヘラ）。外面に煤
付着。

第１６図
２６ ＳＫ０６-ａ 壷 体 部 ナ デ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線、波状文。

第１６図
２７ ＳＫ０６-ａ 壷 体 部 ナ デ 、 ミ ガ キ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ４ 、 焼 小片 櫛描波状、直線文。刺突文。黒斑。

第１６図
２８ ＳＫ０６-ａ 壷 体 部 ハ ケ メ 、 ミ ガ キ ／ ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描波状文。

第１６図
２９ ＳＫ０６-ａ 壷 体 部 ミ ガ キ ／ ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 １ 、 焼 小片 櫛描直線、波状文。

第１６図
３０ ＳＫ０６-ａ 壷 休 部 ナ デ ／ ナ デ 、 ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線、扇形文。

第１６図
３１ ＳＫ０６-ａ 壷 休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｂ／ｂ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 櫛描擬流水文。
外面に煤付着。

第１６図
３２ ＳＫ０６-ａ 壷 体 部 ナ デ ／ ナ デ ｂ／ｂ

砂Ｌ２、海２、焼 小片 櫛描直線、簾状文。

第１６図
３３ ＳＫ０６-ａ 壷 体 部 ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂Ｓ２、海２、焼 細片 竹管文。隆起上に刻み目。

第１６図
３４ ＳＫ（｝６-ａ 壷 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線文。

第１６図
３５ ＳＫ０６-ａ （底部） 底 部 ナ デ ／ ナ デ ａ／ａ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／２

第１６図
３６ ＳＫ０６-ａ （底部） Ｄ５．６ 底 部 ナ デ ／ ナ デ ｅ／ｅ

砂Ｌ２、海３、焼
底部
１／６

第１６図
３７ ＳＫ０６-ａ （底部） Ｄ７．０ 底 部 ナ デ ？ ／ ナ デ 、 指 オ サ エ ａ／ｅ

砂 Ｍ ４ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／２

第１６図
３８ ＳＫ０６-ａ （底部） Ｄ９．２ 体 部 ハ ケ メ ／

底 部 ナ デ ／
ｃ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／１２

第１６図
３９

ＳＫ０６-ａ
Ｐ - １ （底部） Ｄ６．２ 体 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ヘ ラ ミ ガ キ

底 部 ナ デ ／ ヘ ラ ミ ガ キ
ｃ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
完形

黒斑。



３４

出土遺物観察表２

番号 出土地点 器種 法量（ｃｍ） 成 形 ・ 調 整
部 位 外 面 ／ 内 面

色 調外面／内面
胎 土 遺存度 文様、記号、その他特記事項

第１６図
４０ ＳＫ０６-ａ （底部） Ｄ１０．４ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底部ナデ／ナデ、指オサエ
ｃ／ｃ

砂Ｌ２、海３、焼
底 部
１／６

第１６図
４１ ＳＫ０６-ａ 砥石 長さ＊３，５幅＊３．２

厚さ＊２．３重量４０．４ｇ
第１６図
４２

ＳＫ０６-ａ
Ｓ - ３

磨製
石斧

長さ＊７．８幅６．３
厚さ４．１重量３３２．４ｇ

太型蛤刃。

第１７図
４３

ＳＫ０６-ｂ
Ｐ-２ 鉢 Ａ１０．０ 目縁部ナデ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 １／１２
第１７図
４４ ＳＫ０６-ｂ 甕 □縁部ハケメ／ナデ ｃ／ｃ

砂Ｍ３、海１、焼１ 小片 波状口縁。口縁端内に刻み目（ヘラ）

第１７図
４５ ＳＫ０６-ｂ 甕 口 頚 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端刻み目。

第１７図
４６ ＳＫ０６-ｂ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｅ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 口縁端刻み目（ヘラ）、沈線、三角
形刺突文。

第１７図
４７ ＳＫ０６-ｂ 壷 頚 部 ナ デ ？ ／ ナ デ 、 ヘ ラ ミ ガ キ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 櫛描直線、波状文。ヘラ状具による
縦方向に沈線（３条以上）。

第１７図
４８ ＳＫ０６-ｂ （底部） 底 部 ナ デ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼
底 部
１／４

内面に煤付着。

第１７図
４９ ＳＫ０６-ｂ 石鏃 長さ３．８幅１．８

厚さ０．４重量２．２ｇ 完形 輝石安山岩。

第１７図
５０

ＳＫ０６-ｂ
Ｓ-１ 石鏃 長さ３．０幅２．８

厚さ０．３重量３．６ｇ 完形 輝石安山岩。

第１８図
５１ ＳＫ０７ 壷？ Ａ２３．０ 目 録 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｅ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／６ 口縁部に格子状刻み目（ヘラ）。

第１８図
５２ ＳＫ０７ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂Ｍ４、海２、焼２ 小片 波状口縁。

第１８図
５３ ＳＫ０７ 甕 Ａ２８．６Ｂ２４．２ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｂ／ｂ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 １／６ 黒斑。口縁外面に煤付着。

第１８図
５４

ＳＫ０７
Ｐ-１ 壷 Ａ１１．８Ｂ８．４ 口頚部ナデ／ケズリの後ナデ ｃ／ｃ

砂Ｓ２、海３、焼 １／３
第１８図
５５ ＳＫ０７ （底部） Ｄ６．８ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｂ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／２

第２０図
５６

ＳＫ０８
Ｐ-Ｉ 甕 Ａ２２．６Ｂ１９．８

Ｃ２１．６
口頚部ナデ／ナデ
休 部 ナ デ ／ ナ デ

ｄ／ｄ
砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 １／６

第２１図
５７ ＳＫ０９ 甕 Ａ１９．４ 口 頚 部 ナ デ、 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ

メ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 １／１２ 口縁部刻み目（ヘラ）。外面に煤付
着。５８と同一個体。

第２１図
５８

ＳＫ０９
Ｐ-１ 甕 Ｂ１５．６Ｃ１６．８ 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼
体部
１／４

肩部 に 刺 突 文 （ ヘラ ） 。 外 面 に 煤 付
着。５７と同一個体。

第２１図
５９ ＳＫ０９ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 □縁部に浅い沈線と刻み目（ヘラ）。
目縁外面に煤付着。

第２１図
６０ ＳＫ０９ 甕 Ａ１６．０ 口頚部ナデ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 １／１２ 外面に煤付着。

第２１図
６１ ＳＫ０９ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 細片 目縁部に刻み目（ハケ）。

第２３図
６２ ＳＫ１０ 甕 Ａ１７．０Ｂ１５．０ □ 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｂ／ｂ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 １／１２ 目縁部に刻み目（ヘラ）。外面に煤
付着。

第２３図
６３ ＳＫ１０ 壷 Ａ１８．４Ｂ１５．２ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ 、 ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 １ 、 焼 １／６ □縁端部に沈線付加後、刻み目（ハ
ケ）。外面に煤付着。

第２３図
Ｇ４ ＳＫ１０ 甕 Ａ１８．８Ｂ１５．０ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ 、 ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ２ 、 焼 １／６ □縁部に刻み目（ハケ）。外面に煤
付着。

第２３図
６５ ＳＫ１０ 甕 Ａ２０．０ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／６ 目縁部に刻み目（ハケ）。外面に煤
付着。

第２３図
６６ ＳＫ１０ 壷 Ａ１１．０Ｂ１０．０

Ｂ１０．１
□ 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ メ
体部ハケメ／ナデ、ハケメ、指オサエ

ｃ／ｃ
砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 １／６ 目縁部に刻み目。外面に煤付着。

第２３図
６７ ＳＫ１０ 壷 体 部 ミ ガ キ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線、波状文。

第２３図
６８ ＳＫ１０ （底部） Ｄ４．２ 体 部 ハ ケ メ ／

底 部 指 オ サ エ 、 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｂ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 ｌ／２ 外面に煤付着。

第２３図
６９ ＳＫＩＯ （底部） Ｄ６．０ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 Ｉ／６ 外面に煤付着。

第２３図
７０ ＳＫ１０ （底部） Ｄ６．２ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底部ナデ／ナデ、指オサエ
ｃ／ｃ

砂Ｌ３、海３、焼 １／４

第２３図
７１ ＳＫ１０ （底部） Ｄ７．２ 体 部 ナ デ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｄ

砂Ｌ２、海３、焼 １／４ 内面に煤付着。

第２３図
７２ ＳＫ１０ 磨製

石斧
長さ７．７幅５．３
厚さ１．４重量９４．３ｇ

扁平片刃。

第２４図
７３ ＳＫ１１ 高杯 脚 部 ミ ガ キ ？ ／ ナ デ ｂ／ｄ

砂Ｍ２、海２、焼２
脚部
完

第２４図
７４ ＳＫ１１ 土師器

椀？ Ｄ３．８ 底 部 糸 切 り ／ ナ デ ｄ／ｄ
砂 Ｍ Ｉ 、 海 ２ 、 焼

底部
完

第２４図
７５ ＳＫ１１ 土師器

皿？ Ｄ３．５ 底 部 ナ デ ／ ナ デ ｄ／ｄ
砂Ｍ３、海３、焼１

底部
完

第２４図
７６

ＳＫｌｌ
Ｐ-１

須恵器
甕

体 部 タ タ キ ／ タ タ キ ｅ／ｅ
砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 小片 内面に使用痕。

第２４図
７７ ＳＫ１１ 土錘 長さ５．２幅４．０

孔径１．２
ｄ／ｄ

砂 Ｓ 、 海 ２ 、 焼 １／２

第２５図
７８ ＳＫ１２ 甕 □縁部ナデ／ナデ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ｌ 、 焼 小片



出土遺物観察表３

吉崎・次場遺跡第１６次調査３５

番号 出土地点 器種 法量（ｃｍ） 成 形 ・ 調 整
部 位 外 面 ／ 内 面

色 調 外 面 ／ 内 面
胎 土 遺存度 文様、記号、その他特記事項

第２５図
７９

ＳＫ１２
Ｐ-１ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ？ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に刻み目（ヘラ）。

第２５図
８０

ＳＫ１２
Ｐ-１ 壷 口頚部ナデ、ヘラミガキ／ヘラミガキ ｂ／ｂ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片

第２５図
８１ ＳＫ１２ 石鋸

末製品
長さ＊３．６幅４．６
厚さ０．２重量９．４ｇ

第３２図
８２ ＳＫ１３ 甕 目縁部ハケメ／ナデ ｃ／ｄ

砂 Ｓ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部内面に刻み目（ヘラ）。

第３２図
８３ ＳＫ１３ 壷 目縁部ナデ／ナデ ｄ／ｄ

砂 Ｓ 、 海 ３ 、 焼 細片 □縁に綾杉状刻み目（ハケ）。□縁
端部に刻み目（ハケ）。

第３２図
８４ ＳＫＩ３ 壷 休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 櫛描直線、簾状、波状文。

第３２図
８５ ＳＫ１３ 壷 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｅ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 細片 櫛描直線、波状文。

第３３図
８６ ＳＫ１４ （底部） Ｄ９．８ 底 部 ケズリ／ナデ？ ｃ／ｃ

砂Ｓ３、海３、焼
１／６

第３掴
８７ ＳＫ１５ 壷 Ｃ１８．２Ｄ７．２ 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ の 後 ナ デ ア

ゲミガキ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
体部
２／３

第３掴
８８ ＳＫ１５ （底部） Ｄ１０．６ 休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｂ／ｃ

砂Ｌ３、海３、焼
底部
１／３

黒斑。

第３５図
８９ ＳＫ１６ 壷 休 部 ナ デ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ３ 、 焼 細片 櫛描直線、簾状文。

第３６図
９０ ＳＫ１７ 壷 Ａ１６．８Ｂ９．８ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 ｌ／５ 口縁端部に刻み目（ヘラ？）、内面
に刻み目（ハケ）。

第３６図
９１

ＳＫ１７
Ｐ-２ 壷 Ａ２２．４ 口頚部ハケメ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／２ 口縁端部に刻み目（ヘラ）。内面に
施文（ハケ）。

第３６図
９２ ＳＫ１７ 甕 口 縁 部 ナ デ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂Ｌ２、海２、焼 小片 波状口縁（端部に沈線を付加後、上
端を押える。）外面に煤付着。

第３６図
９３ ＳＫ１７ 壷 体 部 ハ ケ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 櫛描直線文。

第３６図
９４ ＳＫ１７ （休部） 体 部 縄 文 ／ ｂ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 、 焼 細片 沈線（縄文系成形壷）。

第３６図
９５

ＳＫ１７
Ｐ-３ （底部） 休 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ 指 オ サ エ 、 ナ デ

底 部 ナ デ ／
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼
底部
１／１２

第３６図
９６

ＳＫ１７
Ｐ-２

土製
紡錘車

直径３．８孔径０．６
厚さ０．９重量１４．２ｇ

ハケメ／ハケメ ｄ／ｄ
砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 完形

第３７図
９７

ＳＫ１８
Ｐ-１ （底部） Ｄ９．７ 休部ハケメ後ナデ／ナデ

底 部 ナ デ ？ ／ ナ デ
ｄ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／１２

第３８図
９８ ＳＫ１９ 甕 Ａ１３．０Ｂ１０．８

Ｃ１１．２
口 頚 部 ナ デ、 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
体 部 ハ ケ メ ？ ／ ハ ケ メ の 後 ナ デ

ｃ／ｃ
砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 １／４ 櫛描直線、波状文。□縁端部に刻み目

内面に施文（櫛）。外面に煤付着。
第３８図
９９ ＳＫ１９ （底部） Ｄ５．８

休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ
底 部 ナ デ ／ ナ デ 、 指 オ サ エ

ｅ／ｅ
砂 Ｍ ３ 、 海 ４ 、 焼

底部
ほぼ完

内面に煤。

第３８図
１００ ＳＫ１９ 石鏃 長さ２．８幅２．２

厚さ０．５重量２．６ｇ
完形 輝石安山岩。

第４０図
１０１ ＳＫ２１ 壷 □ 縁 部 ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼
小片 口縁端部に刻み目（ハケ）。目縁外

面に綾杉文（ハケ）。
第４帽
１０２ ＳＫ２１ 甕 口 頚 部 ハケ メ ／ ナ デ、 指 オ サ エ 、

ハケメ
ｂ／ｂ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に沈線け加後、波状目縁。

第４０図
１０３ ＳＫ２１ 鉢 Ａ１２．２ 口縁部ナデ／ナデ

体 部 ヘラ ミ ガ キ ／ ナ デ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 １ 、 焼
１／６ 内面に付着物。黒斑。

小孔（２個１対）。
第４０図
１０４ ＳＫ２１ （体部） 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｅ／ｅ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼
小片 外面に綾杉状にハケメ

第４０図
１０５

ＳＫ２１-ａ
Ｐ - ２ （底部） Ｄ５．８ 底 部 ナ デ 、 指 オ サ エ ／ ｃ／

砂 Ｍ ３ 、 海 ４ 、 焼
底部
ほぽ完

第４０図
１０６ ＳＫ２１ （底部） Ｄ６．８ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ 指 頭 ナ デ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼
底部
完形

第４０図
１０７ ＳＫ２１ 石鋸 長さ＊３．２幅＊２．６

厚さ０．１重量１．５ｇ
紅簾石片岩

第４１図
１０８ ＳＫ２１-ｂ 甕 Ａ１４．０Ｂ１０．４

Ｃ１１．４
口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ

ｄ／ｄ
砂 Ｓ 、 海 ２ 、 焼

１／１２ 口縁端部に刻み目（ハケ）。

第４１図
１０９ ＳＫ２１-ｂ 甕 □ 頚 部 ナ デ、 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ

メ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 小片 波状目縁。外面に煤付着。

第４１図
１１０ ＳＫ２１-ｂ 甕 口 頚 部 ナ デ ／ ナ デ、 ハ ケ メ

体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 口縁端部内外に刻み目（ハケ）。
内面に煤付着。

第４１図
ＩＨ ＳＫ２１-ｂ （底部） Ｄ７．０ 体部ハケの後ヘラミガキ／ナデ？

底 部 ナ デ ／ ナ デ ？
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼
底部
完形

第４１図
ｎ２ ＳＫ２１-ｂ （底部） Ｄ３．８ 体 部 ナデ、指オサエ／

底 部 ナ デ ／
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
在部
１／３

第４１図
１１３ ＳＫ２１-ｂ 土製

紡錘車
直径３．２孔径０．４
厚さ０．７重量８．２ｇ

ハケ メ ／ ナ デ ｅ／ｃ
砂 Ｓ 、 海 ２ 、 焼 完形 外面に煤付着。

第４２図
１１４

ＳＫ２２
Ｐ-１ 甕 Ａ１９．６Ｂ１６．６

Ｃ１６．９
口 径 部 ナ デ ／ ナ デ
体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ

ｂ／ｂ
砂Ｌ３、海２、焼 １／６ 外面に煤付着。内面に炭化物付着。

第４２図
１１５ ＳＫ２２ 甕 □ 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ

体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ
ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に刻み目。黒斑。

第４２図
１１６ ＳＫ２２ 壷 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

体 部 ナ デ ／ ナ デ
ｅ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線文。

第４２図
１１７ ＳＫ２２ （休部） 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ａ／ｂ

砂 Ｍ ２ 、 海 １ 、 焼 小片 外面に櫛状具によるハケ目。煤付着。



３６

出土遺物観察表４

番号 出土地点 器種 法量（ｃｍ） 成 形 ・ 調 整
部 位 外 面 ／ 内 面

色 調外面／内面
胎 土 遺存度 文様、記号、その他特記事項

第４２図
１１８

ＳＫ２２
Ｐ-２ （底部） Ｄ４．０ 休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ハ ケ メ ／ ナ デ
ｂ／ｂ

砂 Ｍ ４ 、 海 ４ 、 焼
底部
完形

第４２図
１１９ ＳＫ２２ （底部） Ｄ５．６ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ａ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
２／３

外面に赤彩？

第４４図
１２０

ＳＫ２３
Ｐ-３ 甕 Ａ２２．８Ｂ１８．２

Ｃ１９．４
口頚部ナデ／ナデ
休 部 ハケ メ ／ ハケ メ

ｄ／ｄ
砂 Ｓ 、 海 ２ 、 焼 １ １／２ 体節に刺突文（ハケ）。外面に煤付

着。
第４４図
１２１

ＳＫ２３
Ｐ-２ 甕 Ａ１４．７Ｄ５．６

Ｈ２２．２
口 頚 部 ナ デ ／ ナ デ 、 ハ ケ メ
休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ
底 部 ナ デ ／ ナ デ

ｂ／ｅ
砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼

ほぽ
完形

外面に煤付着。

第４４図
１２２

ＳＫ２３
Ｐ-１ 甕 Ａ１７．０Ｂ１３．４

口 頚 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
休 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
底 部 ナ デ ／ ナ デ

ｃ／ｄ
砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 １／６ 口縁端部に刻み目（櫛）。体部に櫛

描直線、簾状文。目縁外面に煤付着
第４姻
１２３

ＳＫ２３
Ｐ-４ 甕 Ａ１４．８Ｂ１３．２ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ

体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ 、 ナ デ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／２ 口縁端部に刻み目（ハケ）。

第４４図
１２４

ＳＫ２３
Ｐ-２ 壷 体 部 ハ ケ メ の 後 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ハ

ケメ、ナデ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描波状、直線、三角形刺突文。黒
斑。

第４４図
１２５ ＳＫ２３ （底部） Ｄ４．６ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ａ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／３
第４４図
１２６

ＳＫ２３
Ｐ-３ （底部） Ｄ６．４ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｂ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／６ 外面に炭化物付着。

第４４図
１２７

ＳＫ２３
Ｐ-１ （底部） Ｄ７．４ 体 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｅ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 ２／３
第４４図
１２８

ＳＫ２３
Ｐ-４ （底部） Ｄ５．０ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ａ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 １／２
第４４図
１２９

ＳＫ２３
Ｐ-２ （底部） Ｄ８．１ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ 、 指 オ サ エ
ｂ／ｅ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
ほぽ完

内面に炭化物付着。

第４４図
１３０ ＳＫ２３ 径３．２ ナデ／ ｃ／

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
第４４図
１３１ ＳＫ２３ 石鏃 長さ２．０幅１．４

厚さ０．３重量１．３ｇ
第４４図
１３２ ＳＫ２３ 石器

剥片
長さ３．１幅２．５
厚さ０．５重量４．９ｇ

石鏃素材？

第４４図
１３３ ＳＫ２３ 石 長径２、７短径２．５

重量１８．８ｇ
丸く磨かれた石。

第４５図
１３４ ＳＫ２４ 鉢 口 縁 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ナ デ

体 部 ハ ラ ミ ガ キ ／ ナ デ、 指 オ サ エ
ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片
第４５図
１３５ ＳＫ２４ 壷 頚 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ４ 、 海 ２ 、 焼 小片 有刻突帯。

第４５図
１３６ ＳＫ２４ 壹 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 小片 目縁部に格子状刻み目。外面に炭化
物付着。

第４５図
１３７ ＳＫ２４ 甕 □ 頚 部 ハ ケ メ ／ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に綾杉状刻み目。口縁内面
に綾杉文（ハケ）。

第４５図
１３８ ＳＫ２４ 鉢 口 頚 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に刻み目。

第４５図
１３９ ＳＫ２４ 壷 体 部 ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線、簾状、波状文

第４５図
１４０ ＳＫ２４ 壷 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｂ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線、扇形文。

第４５図
１４１ ＳＫ２４ 壷 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ 、 ナ デ ｃ／ｃ

砂Ｌ２、海３、焼 小片 櫛描擬流水、扇形文。外面に煤付着

第４５図
１４２ ＳＫ２４ 甕 Ａ１４．５Ｂ１２．１ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ 、 ナ デ ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 １／４ 黒斑。

第４５図
１４３ ＳＫ２４ 鉢 Ａ２３．０ 目 縁 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ハ ケ メ 、 ヘ ラ

ミガキ
ｄ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 １／１２
第４５図
１４４ ＳＫ２４ （底部） Ｄ８．４ 底 部 ナ デ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／２

内面に炭化物付着。

第４５図
１４５ ＳＫ２４ （底部） Ｄ８．１ 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ

底 部 ナ デ ／ ハ ケ メ
ｄ／ｄ

砂 Ｍ ４ 、 海 ３ 、 焼
底部
１／２

黒斑。

第４６図
１４６ ＳＫ２５ 甕 Ａ２０．６Ｂ１８．２ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂Ｌ２、海３、焼 Ｉ／８ 口縁端部に刻み目（ヘラ）。

第４６図
１４７

ＳＫ２５
Ｐ-１ （底部） Ｄ６．８ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ３ 、 焼
底部
完形

内面に炭化物付着。

第４７図
１４８ ＳＫ２６ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｂ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に刻み目。

第４７図
１４９

ＳＫ２６
Ｐ-３ 壷 Ａ２３．５ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ？ ナ デ ｂ／ｃ

砂Ｌ２、海２、焼 １／８ 口縁端部に刻み目（ハケ？）。口縁
内面に円維形突起（２個）。

第４７図
１５０

ＳＫ２６
Ｐ-１ 甕 Ｂ１６．０Ｃ１８．２

Ｄ５．３
頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
休 部 ハ ケ メ ／ ナ デ 、 ナ デ ア ゲ
底 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

ｃ／ｃ
砂 Ｍ ３ 、 海 ４ 、 焼

体、底部
ほぽ完

底部穿孔（径０．６ｃｍ）。外面煤付着．

第４７図
１５１

ＳＫ２６
Ｐ-２ （底部） Ｄ５．０ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼
底部
完形

黒斑。

第４７図
１５２

ＳＫ２６
Ｐ-１ （底部） Ｄ５．８ 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ？

底 部 ナ デ ／ ハ ケ メ ？
ｄ／ｄ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼
底部
完形

黒斑。

第４８図
１５３ ＳＫ２７ 壷 Ａ１８．０Ｂ１３．７ 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 １／８ 口縁端部に沈線を付加後、波状口縁
（ハケによる刻み目）。

第４８図
１５４ ＳＫ２７ 鉢 Ａ２０．６ 口 縁 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ

体部ハケメ／ハケメ、ナデ、指オサエ
ｃ／ｂ

砂Ｌ２、海２、焼 １／８ 口縁端部に刻み目（ハケ）。

第４８図
１５５

ＳＫ２７
Ｐ-１ 壷 体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 櫛描直線、波状文。

第４８図
１５６ ＳＫ２７ 壷 目縁部ナデ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 目縁外面に刻み目（ハケ）。



出土遺物観察表５

吉崎・次場遺跡第１６次調査３ワ

番号 出土地点 器種 法量（ｃｍ） 成 形 ・ 調 整
部 位 外 面 ／ 内 面

色 調 外 面 ／ 内 面
胎 土 遺存度 文様、記号、その他特記事項

第４８図
１５７ ＳＫ２７ 甕 Ａ１５．６ 口 頚 部 ナ デ、 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂 Ｍ Ｉ 、 海 ３ 、 焼
１／１２ 口縁端部に刻み目（ヘラ）。

第４８図
１５８

ＳＫ２７
Ｐ-１ 甕 口 頭 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ 、 ナ デ ア ゲ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部内面に刻み目。外面に煤付
着。

第４８図
１５９ ＳＫ２７ （底部） Ｄ４．３ 体 部 ハ ケ メ ？ ／ ハ ケ メ 、 指 オ サ エ

底 部 ナ デ ／ ナ デ 、 指 オ サ エ
ｃ／ｂ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼
底部
１／３

外面に煤付着。黒斑。

第４８図
１６０ ＳＫ２７ （底部） Ｄ６．０ 体 部 ハ ケ メ ／

底 部 ナ デ ／
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ２ 、 焼
底部
１／３

第４８図
１６１ ＳＫ２７ 玉

未製品
長さ２．３幅１．６
厚さ１．３重量９．８ｇ

緑色凝灰岩？

第４姻
１６２ ＳＫ２８ 壷 Ａ６．７

目 縁 部 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ヘ ラ ミ ガ キ ｃ／ｃ
砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 １／６

第４眉
１６３

ＳＫ２８
Ｐ-１ （底部） Ｄ７．２ 体 部 ハ ケ 、 ヘ ラ ミ ガ キ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｂ／ｂ

妙Ｍ３、海１、焼１
底部
完形

黒斑。

第５０図
１６４ ＳＫ２９ 壷 Ａ１５．０ 目 縁 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｂ／ｃ ｌ／６ 口縁端部に格子状刻み目。口縁内面

に直線文（櫛）。
第５０図
１６５ ＳＫ２９ 壷 目 縁 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ４ 、 海 ２ 、 焼 小片 外面に赤彩。

第５０図
１６６ ＳＫ３０ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂Ｍ４、海２、焼１ 小片 口縁端部に刻み目。外面に煤付着。

第５１図
１６７ ＳＤ０１ 壷 Ａ１９．０ 口頚部ナデ／ナデ ｃ／ｂ

砂Ｌ３、海２、焼１ １／１２ 目縁郡部に刻み目。口縁外面に綾杉
状刺突文。黒斑。

第５１図
１６８ ＳＤ０１ 鉢 Ａ２０．２ 目 縁 部 ヘ ラ ミ ガ キ ？ ／ ヘ ラ ミ ガ

キ？
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 、 焼 １ １／８

第５１図
１６９ ＳＤ０１ 甕 口 頚 部 ナ デ、 ハ ケ メ ／ ハ ケ、 ヘ ラ

ミガキ ｄ／ｄ 小片 口縁端部に刻み目。

第５１図
１７０ ＳＤ０１ 甕 口 頚 部 ヘ ラ ミ ガ キ ？ ／ ナ デ ｃ／ｅ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片

第５１図
１７１ ＳＤ０１ 土師器

（底部） Ｄ５．０ 底 部 糸 切 り ／ ナ デ ｂ／ｂ
砂Ｍ２、海２、焼２

底部
完形

第５２図
１７２ ＳＤ０３ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ 、 ナ デ ／ ハ ケ メ ｄ／ｄ

砂 Ｓ 、 海 １ 、 焼 １ 小片 口縁端部に沈線。目縁内面に刻み目
（ハケ）。

第５２図
１７３ ＳＤ０３ 甕 Ａ２２．３Ｂ１８．４ □ 頚 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ

体 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ
ｂ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 １／１２ 口縁端部に刻み目（ヘラ）。外面に
煤け着。

第５２図
１７４ ＳＤ０３ 壷 □ 頚 部 ハ ケ メ ／ ハ ケ メ ｂ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 、 焼 １／８

第５２図
１７５ ＳＤ０３ 壷 体 部 ／ ナ デ ｂ／ｂ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼 小片 直線、波状文。

第５２図
１７６ ＳＤ０３ 壷 体 部 ナ デ ／ ナ デ ｂ／ｂ

砂 Ｍ ４ 、 海 ４ 、 焼 細片 刺突文（櫛）。

第５２図
１７７ ＳＤ０３ （底部） Ｄ３．９ 体 部 ナ デ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ 指 オ サ エ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼
底部
完形

第５２図
１７８ ＳＤ０３ （底部） Ｄ８．６ 体部ナデ、ヘラミガキ／ナデ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｃ／ｅ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼
底部
１／４

第５掘
１７９ ＳＤ０３ 高杯 脚 部 ナ デ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 、 焼
脚部
１／４

脚部に直線文？

第５２図
１８０ ＳＤ０３ 高杯 透し穴径０．３ 脚 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ３ 、 焼 小片 透し穴（０．７～１．０ｃｍ間隔で巡る。）

第５謂
１８１ ＳＤ０３ 高杯 脚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼 小片

第５３図
１８２ ＳＤ０４ 壷 □ 頚 部 ナ デ、 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ

メ
ｃ／ｃ

砂 Ｍ Ｉ 、 海 ２ 、 焼 小片 口縁端部に沈線を付加した後、内面
に刻み目（ハケ）。

第５３図
１８３ ＳＤ０４ 土師器

碗 Ｄ６．７ 底 部 糸 切 り ／ ナ デ ｃ／ｃ
砂 Ｍ ３ 、 海 ３ 、 焼

底部
１／３

第５掘
１８４ ＳＤ０５ 甕 □頚部ナデ、ハケメ／ナデ、ハケメ ｅ／ｃ

砂Ｌ２、海２、焼 小片 口縁端部に刻み目（ハケ）。

第５掘
１８５ ＳＤ０５ 壷 体 部 ／ ナ デ ａ／ａ

砂 Ｍ ４ 、 海 ３ 、 焼 小片 三角形刺突文（２段）。

第５５図
１８６ ＳＤ０６ （底部） Ｄ６．１ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ

底 部 ナ デ ／ ナ デ 、 指 オ サ エ
ｂ／ｂ

砂Ｌ３、海２、焼
底部
完形

第５５図
１８７ ＳＤ０６ （底部） Ｄ８．３ 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ 、 ハ ケ メ

底 部 ナ デ ／ ナ デ
ｄ ／ ｄ ・

砂 Ｍ ２ 、 海 ２ 、 焼
底部
完形

第５５図
１８８ ＳＤ０６ （底部） Ｄ９．０ 体 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ

底部ナデ、指オサエ／ナデ、指オサエ
ｂ／ｂ

砂Ｌ２、海２、焼
底部
完形

黒斑。

第５５図
１８９ ＳＤ０６ （底部） Ｄ８．２ 体 部 ハ ケ メ 、 指 オ サ エ ／

底 部 ナ デ 、 ケ ズ リ ／
ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼
底部
完形

黒斑。

第５６図
１９０ ＳＤ０７ 壷 目縁部ナデ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ １ 、 海 ２ 、 焼 細片 目縁外面に格子状刻み目（ヘラ）。

第５７図
１９１ ピット１６ 甕 Ａ１９．０ 目 縁 部 ナ デ 、 ハ ケ メ ／ ナ デ ｂ／ｂ

砂Ｍ３、海２、焼１ １／８ 黒斑。

第５７図
１９２ ピット１６ 甕 口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ、 ハ ケ メ ｂ／ｄ

砂Ｍ２、海２、焼１ 小片 口縁端部に刻み目。外面に煤付着。

第５７図
１９３ ピット２６ 甕 Ａ２０．８Ｂ１７．４

Ｃ１７．９
口 頚 部 ハ ケ メ ／ ナ デ、 指 オ サ エ
体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ 、 ハ ケ メ

ｃ／ｃ
砂 Ｍ ３ 、 海 ４ 、 焼 １／４ 口縁端部に刻み目。外面に煤付着。

第５７図
１９４ ピット１８ 壷 目縁部ナデ／ナデ ｃ／ｃ

砂 Ｍ ３ 、 海 ２ 、 焼 細片 口縁端部と内面に刻み目（ハケ）。

第５７図
１９５ ピット５ 壷 体 部 ハ ケ メ ／ ナ デ ｃ／ｄ

砂 Ｍ ２ 、 海 、 焼 小片 櫛描波状、簾状文。
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図版１（１）周辺の垂直写真昭和３７年撮影
図版２（２〉羽咋市街地より邑知地溝帯を望む
図版３（３）遺構検出状況（南から）

（４）ＳＫ０１、ＳＤ０１断面
（６）ＳＫ０６-ａ断面
（５）ＳＫ０５断面
（７）ＳＫ１０断面

図版４（８）ＳＫ１１断面
（９）ＳＫ１５断面
（１０）ＳＫ２１、ＳＤ０３断面
（１１）ＳＫ２２、出土遺物
（１２）Ｐ９、ＳＫ２２、ＳＤＤ６断面
㈲ＳＫ２３出土遺物と断面
（１４）ＳＫ２４断面
（１５）ＳＫ２８、２９断面

図版５冊完掘状況（南西より）
（１７）ＳＫ０６-ａ、ｂ出土遺物
冊ＳＫ０８出土遺物
（１９）ＳＫ１１出土遺物
（２０）ＳＫ□出土遺物

図版６（２１）完掘状況（北西から）
固ＳＫ２３出土遺物
固ＳＫ２４完掘
因ＳＫ２６、Ｐ１６出土遺物
（２５）ＳＤ０６出土骨片

図版７（２６）連結土坑群（西から）
（２７）連結土坑群（南から）

図版８ＳＫ０１～０６-ａ出土遺物
図版９ＳＫ０６～１２出土遺物
図版１０ＳＫ１３～２１出土遺物
図版１１ＳＫ２１-ｂ～２４出土遺物
図版１２ＳＫ２５～２９出土遺物
図版１３各ＳＤ出土遺物（上）ピット出土遺物（下）
図版１４その他の出土遺物



（１）周辺の垂直写真昭和３７年撮影
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